
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

ヒーニス・イルディール

レプラカーン

神官

3

900

暗視、見えざる手、姿なき職人

男 63

奇妙な予言をされたことがある
苦手な動物がいる
身体のどこかに刺青がある

10

5

8

9 19 3

2 12 2

10 1 16 2

9 14 2

9 17 + 1 3

6 1 15 2

プリースト/月神シーン

スカウト

バード

3

1

1

魔法拡大/数

防具習熟/非金属鎧

226

222

交易共通語

魔動機文明語

妖精語

○ ○

○ ○

○

レジスタンス

19 19

0

0

0

0

ハードレザー 13

0

4

1

5

冒険者セット

魔晶石1点

魔香草x3

煙草

着替えセット

スカウト用ツール

リュート

511

3 12 36 0 5 23

0/× 3 5 5 24

神聖魔法 3 6

スカーフ

知性の指輪

聖印

刺青隠し

月神シーン

　その辺にあるごく小さな魔動機文明遺跡で一人で暮らしていたが、ある日小さな盗賊団かぶれの連中が遺跡に転がり込んできて勝手にアジ
トにされた。面白そうなのでこっそり見守っていたがひょんなことから所在がばれ、諸々あって盗賊団のリーダーにされてしまった。団員曰
く｢姿を消せる能力が陰に生きる感あっていい」｢鍵開けとか得意そうでいい感じ｣とのこと。
　犯罪に手を染める趣味はなかったので丁重にお断りしたが、話を聞くに彼らは盗賊と言うよりは義賊に近いらしく、それならまあ……と半
ば押し切られる形で義賊デビュー。馬鹿共とバカやるのは思っていたより楽しく、生来一人で生きてきたヒーニスにとって初めてともいえる
仲間の存在に、やがて盗賊家業が生業とも呼べるレベルにのめり込んでいく。
　しかしある日団員のポカから芋づる式に日向へと引っ張り出され、捕まる。盗賊団はあえなく解散、団員たちは行方知れずになってしまう
。結構な罪を重ねてきたので処刑も覚悟していたが、月神シーンの老司祭(ヒーニス曰く"クソババア")に見初められ、神官として世の為人の
為に奉仕活動を続けることを条件に釈放、以降シーン神殿の神官として活動する。
　ところが先日、月神シーンの老司祭が亡くなってしまい、元々経営難で有名だったシーン神殿が立ち行かなくなってしまう。クソババアは
クソババアだったが自分の第二の生きる道を指し示してくれた恩、脛傷持ちを神殿に住まわせてくれた恩を無下にするという選択肢はなく、
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